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※本研修教材の無断使用・転載・コピー・引用等は禁止します。

○ 医療観察法の目的

○ 医療観察事件の流れ

○ 医療観察審判に関する犯罪被害者等の保護

本講義の内容

2



医療観察法の目的

医療観察法（心神喪失等の状態で重大な他害行為を行った者の医療及び観察等
に関する法律）

１条１項
「この法律は、心神喪失等の状態で重大な他害行為（他
人に害を及ぼす行為をいう。以下同じ。）を行った者
に対し、その適切な処遇を決定するための手続等を定
めることにより、継続的かつ適切な医療並びにその確
保のために必要な観察及び指導を行うことによって、
その病状の改善及びこれに伴う同様の行為の再発の防
止を図り、もってその社会復帰を促進することを目的
とする。」
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検察官による審判申立てまでの流れ
重大な他害行為

（①殺人、②放火、③強盗、④不同意性交等、
不同意わいせつ、⑤傷害など）

警察・検察による捜査

検察官による事件処理

裁判所における裁判

刑務所への服役

心神喪失又は心神耗弱
を認定した不起訴

起訴

心神喪失を理由とする無罪
心神耗弱を理由に刑を減軽した執行猶予実刑

検察官による医療観察法
の審判の申立て
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審判の流れ
検察官による申立て

地方裁判所における審判

入院決定
医療を行わない
旨の決定通院決定

指定入院医療機関による
入院医療の提供

指定通院医療機関による
入院によらない医療の提供 不処遇

鑑定入院
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医療観察審判に関する犯罪被害者等の保護

○ 検察官による事件処理・審判の申立てに関する
情報提供
→ 検察庁

○ 審判の傍聴
○ 審判結果の通知
→ 裁判所

○ 入院決定・通院決定を受けた対象者の処遇状況
等に関する情報提供
→ 保護観察所
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ご視聴ありがとうございました。
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